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例 言

1.本 書は、平成2年 度に国、県の補助金を得て津和野町教育委員会が実施 した埋蔵文化財分

布調査の概要報告書である。 一
かのあしぐん つ わ の ちょう たかみね たか た

2.調 査を実施 した地区は、島根県鹿足郡津和野町大字高峯通称高 田地区である。
たか た

3.調 査を実施 した遺跡は、高田遺跡である。

4.調 査にあた っては、下記の方 々にご指導いただいた。

山口大学助教授 中 村 友 博 氏

津和野町文化財保護審議会会長 一鎮 川 兼 光 氏

5.本 書に用いた方位 は、遺跡分布図お よびテス トピツト配置図は真北を示 し、その他 は磁北

を示す。

6.本 書中に用いた記号TPは 、テス トピヅトの略号である。

7.テ ス トピット実測 図のスケールは、1/40で ある。また、遺物実測 図のスケールは、土器は

1/4、 石器は1/2で ある。

8.写 真図版 中の遺物番号は、遺物実測図の遺物番号に対応する。

9.調 査に よ って作成 され た記録類お よび出土遺物は、津和野町教育委 員会に保管 されてい

る。

10.調 査の体制は、下記のとお りである。

調査主体 津:和野町教育委員会教育長 山 根 津知夫

調査指導 島根県教育委員会

事 務 局 津:和野町教育委員会教育次長 山 本 朋 子

〃 文化財係長 長 嶺 常 盤

〃 文化財係 ・北 浦 弘 人

調査担当者 〃 文化財係 北 浦 弘 人



1.調 査 にい た る経 緯

津和野町では、昭和52年 以来町 内各所で圃場整備事 業が実施され てきた・埋蔵文化財の保護

と事業計画の調整については、それまで断片的な資料に頼 らざるを得ず・郷土史家岩谷建三氏

(故人)の 精 力的な資料の蓄積によって、遺跡の周知化がな されて きたにす ぎなか った・津和

野町教育委員会では、圃場整備事業計画の策定後・事業主体者である津和野町土地改良区 と・

埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を重ねてきたが、このよ うな状況においては・調整資料 の

不備は否めない ものであった。早急に事業計画地内の埋蔵文化財について、よ り詳細 な分布状

況を把 握 し、保存につ いての措置 を講 じる必要性が生 じた。当初は・島根県教育委員会・山

口 ・島根両大学に ご助力いただき、分布調査を実施 して きたが・平成元年に埋蔵文化財担当職

員を配置す るにいたって、町 として対応できる体制を整える ことがで きた・
なかざ

昭和61年 、町 内中座地区で、圃場整備事業に先立つ分布調査を・山口大学及び島根大学両考
なか ざ やまさき

古学研究室に実施していただいた。その際、中座遺跡群中の山崎遺跡(第1図10)に おいて・

遺構及び遺物包含層の良好な遺存が確認 され ・平成元年度にいた って・本調査の運び となった。
たかた

嵩田地 区 においては 、昭和63年 に島根大学考古学研究室に よって表面踏査を実施 していただ

き、広範囲にわたる近世の遺物散布が確認 された。 これ を受けて平成元年 に事業計画範 囲の う

ち約3haを 対 象 として分布調査を実施 し、翌平成2年 に約3,000㎡ について本調査を行 った。

今回の分布調査は、この本調査地の東側及び北側に隣接す る地区で、約3haの 範 囲を対象 とし

た。津和野町教育委員会の直営事業 とし、国、県の補助金を得て実施 した・調査は・事業計画

を勘案しなが ら合計24ヵ 所 のテス トピットを設定 して行い・試掘総面積は・174㎡ とな った・

調査に際 して、以下 の方々の ご協力を得た。記 して深謝いた します ・(敬 称略)

土地所有者 三浦源太郎 下森 正敏 三浦 禮駒 三宅 キク 三浦 太圃一

倉益 増衛 舛成 義一 三宅 勲 三浦 潤

調査協力 角 田 徳幸 谷 口 恭子 舛成 義一・ 倉増 ヨシエ 三宅 晴子

河野 茂子 河野里五郎 三宅 キ ク 石井 信義 三浦 良雄

下森寿美子 舛成 米子 河野 武男 長嶺三千子 三浦 久男

羽山 尋 河野 福江 三浦 洋 子 三浦千鶴子 三浦 禮駒

河野八重子 三浦 芳枝 三浦 トヨ子 三宅 弘子 三浦源太郎

三浦 リヨ子 米本 潔 岡 伯 明 兼子 和恵 中島 由紀

安村 浩美 津和野町土地改良区
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ll.調 査 地 の位 置 と歴 史 的環 境(第1図)

津 和野 町 は・ 面 積139.4k㎡ ・ 人 口約7,000人 をi擁す る山陰 屈指 の観光 地 であ る。 島根 県 の西

かのあしぐん

端 部に位置 し・鹿足郡 に属す る。県都松江市 とは、直線で約160kmの 離隔があ り、町域 の西側

では・山口県 と県境を接 している。町域を大 きく蛇行す る津和野川は、中国山地西部の山並み

を刻んで流れ・隣接す る日原町で高津:川に合流 し、益田市沖 の 日本海に注いでい る。白山火山

帯の西端にあたる青野山火山群の造山活動ば・当町 の地勢形成に大 きく関与 してお り、当地方

の生活 適地を決:定付け るもの となった。標高908mの 青野山を見上げる、狭長な小盆:地状の谷

あいが・今 日にいたるまで町の中心 として機能 して きた。
の の こう

古 くは石見 国鹿足郡 能=濃郷 と称 し、弘安5年(1282年)の 吉見氏入部以来近 世にいた るま

で・城下町 として津和野藩の政治的中枢 を担 って きた。慶長5年(1600年)の 関 ケ原の役後、

坂 崎出羽守の16年 間の治領を経て、亀井氏に よって幕末 まで治め られた。
たかみね たかた

調査地は・津和野町大字高峯、通称高田地区(第1図1)に 所在する。津和野川 とその支流
な よしがわ くも い みね

名賀川 によ って挟 まれた扇状地上に立地 し、標高523mの 雲井峯の山麓にあたる。坂崎氏以前

の中世の段階では・津和野城 の大手門は江戸期 とは異な り、当時の城下は現在の町場 とは城 山

き じ う

を挟んだ反対側の喜時雨(第1図2)の 地に営 まれていた とされ ている。高田地区は、この喜

時雨地区の津和野川を挟んだ対岸にあた り、中世には城下の一画をな していた可能性があ る。

　　 わしばらはちまん ぐう

局田地区か ら津和野川を渡った南東部には、応永12年(1405年)遷 座 と伝 えられ る鷲 原八幡宮
なかあらじょう

が所在 し・その裏 山山頂には・津和野城り出城である中荒城(第1図23)が 築かれ ている。 高

ちゃうすやましょう

田地 区の南方約500mの 丘陵上に も・出城である茶臼 山城(第1図24)が 築城 され てお り、ま

た約100m南 の地点には・吉見民部の墓 と伝わる宝筐印塔(第1図19)が 存在するよ うに、高

田地区の周辺には中世の名残が散見す る。平成2年 度に実施 された発掘調査では、縄文時代～

平安時代 と・16世 紀 代の遺構 ・遺物が検出され丸往時を検証す る資料を得ている。従来高田地
てんの うばら い せ き こうより い せき

区には・弥生時代～古代にかけての遺物散布地 として天皇原遺跡 、鴻寄遺跡の2遺 跡が局所的

に把握 されて きたが・一一連の遺跡 としてこれ らを高 田遺跡 と総称することが妥 当と思われ る。

今回の分布調 査は・前記発掘調査地に隣接す る地区で、従来遺物散布の確認 されていない地帯

である。

おおかげ い せき

調査地の名賀川を渡った南側にぐ大蔭遺跡が所在す る。縄文時代後期後半の西平式土器が多

数採取されてお り・また多量 の石製品が出土 していることか ら、当該期の一大集落跡 と推定 さ

れ る。高田遺跡において も・当該期の縄文土器が出土 してお り、距離的にみて、両遺跡 の関連

なか ざ ケ

が 想 起 さ れ る 。 そ のほか ・高 田地 区 の東方 約1.5kmの 扇 状 地上 には 、 中座 遺跡 群(第1図4)

が 展 開 し、縄 文 時代～ 近 世 にいた る遺 物 の散 布地 と して知 られ て いる。
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1,高 田遺跡2,喜 時雨遺跡3,大 蔭遺跡4.中 座遺跡群

5.狐 尾遺跡6,西 中組遺跡7.観 音平遺跡8,東 中組遺跡

9.元 山遺跡10,山 崎遺跡11.門 林遺跡12,彷 僧原遺跡

13,森 遺跡14,丸 山遺跡15,山 根遺跡16.日 浦遺跡

17,横 瀬遺跡18,田 平の宝簾印塔19,伝 吉見民部の墓(宝 簾印塔)

20,伝 吉見正頼夫人の墓(宝 簾印塔)21,伝 吉見頼行の墓(宝 薩印塔)

22,津 和野城跡23,中 荒城跡24.茶 臼山城跡

第1図 高田遺跡周辺遺跡分布図
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皿.発 堀調査の概要

1.調 査の方法 と経 過(第2図)

発掘調査は・前述の'とお り今後予定 され る開発計画 の調整資料を得るため の試掘調査 とい う

基本的な性格 のため ・遺構の存在確認 と遺物の包蔵範囲の把握を主眼 として行った。調査対象

地は・'同一扇状地上 の水田地帯に立地するが・高田集落内を貫通する道路に よって東西に二分

され る。以下 、便宜上道路以西部分をA地 区、以東部分をB地 区 と呼称す ることとする。

A地 区は・平成2年 度に実施 された圃場整備事 業に伴 う発掘調査事業の調査地の北側と東側

に 隣接 してい る。縄 文時 代か ら近 世 にい た る複 合遺 跡が この地 区 で確 認 され てお り、本 調 査地

区 内 に さ らに 遺 跡 が広 が る こ とが 予測 され た 。 当初 、TP-1～6の6ヵ 所 にテ ス トピ ツ トを設

定 した 。A地 区 の遺 物包含 層 は・ 黒 褐色 土層 を 基本 とす る。 当層 上面 で の遺 構検 出が 困難 で あ

り、 遺 物 を 残 しな が ら地 山面 まで掘 り下げ た。 この結 果 、TP-2、3か ら柱穴 状 の遺 構を 検 出

した 。TP-5で は ・厚 さ50cmの 包 含 層 か ら多 数の遺 物 が 出土 した が 、遺 構 が確 認 で きず 、 隣接

す るTP-4に 比 して発掘 深 度が 深 いた め 、流れ 込み に よる遺 物 包 含の 可能 性 も考 え られ た。 こ

のた め ・急遽TP-4・5か らそれ ぞれ 北 に10mの 地 点 にTP-6、7を 設定 し、 さ らな る遺 構 の有

無 の確 認 を 図 った。 これ に よ り、両 テ ス トピ ッ トか ら柱 穴状 遺構 が 確認 され た 。

B地 区 は 、扇 状地 の扇 端 部に あた る。TP-9～24ま で の16ヵ 所 にテ ス ト0ピッ トを設 定 した 。

この地 区 の水 田 は・ 以前 に区 画整 理 が行 われ て お り、部 分的 に地 下 の撹 乱や客 土 が 行わ れ て い

る。 特 に ・TP-18・19・24で は1m以 上 の客土 が な され て お り、は な はだ しい 湧 水 のため 掘

り下 げ を 中止 した。TP-9で は 、畦畔 の付け 換え に よる遺 物 包含 層 の撹乱 がみ られ た。TP-1

3・14で は ・ 旧 来 の地 形が 大 幅 に削平 され て い る様 子 で 、耕 作土 下 、基盤 土下 はす く・に地 山で

あ り・遺 物 包含 層 の痕 跡を 確認 してい な い。遺 物 包含 層が 旧状 の ま ま遺 存 して い る とみ られ た

の は 、TP-11、15～17、22、23で あ った 。B地 区 の遺 物 包含 層 は、基 本 的に暗 茶褐 色土 で あ

る 。 当 層 上 面 で 精 査 を 行 った が ・遺 構 を確 認 で きず 、遺 物 を残 しなが ら地 山面 まで掘 り下げ

た・ この結 果 ・TP-16か ら柱 穴 状 の遺=構を検 出 した。TP-15で は 、土 層断 面 のセ クシ ヨンに

よって柱 穴 状 の遺構 を確 認 した 。

A・B両 地区 を通 じ・各 テ ス トピ ッ トご とに遺 物 出土状 況 の写真撮 影 を行 った 後 、層位 ご と

に遺物 を 取 り上 げた 。 また ・土層 断 面セ クシ ヨンの写 真撮 影 、実測 を 行 い、遺構 を確 認 した テ

ス トピ ッ トにつ いて は ・平面 図 を作 成 した・調 査後 は・すべ ての テス トピ ツ トにつ いて埋 め戻

しを行 った。 現地 調 査 は、平 成3年1月 か ら実 施 し、同年2月 に終 了 した。
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第2図 高田遺跡分布調査テス トピット配置図



2.調 査の概要

(1)A地 区の概要

平成2年 度に実施された発掘調査地に隣接す る地区で、高田集落を貫通する道路 の西側に

あたる。TP-1～7は 発掘調査された範囲の北側にあた る水田部に・TP-8は 東側の畑地 にそ

れぞれ設定 した。TP-1～8を 設定 した耕地は全て、以前に区画整理が行われているらしく・

各テス トピ ットか ら旧耕土層 と旧基盤土層を確認 した。TP-1、3で は客土がな されてお り・

旧状の地形がかな り変更 されてい るもの と思われた。当地区は、扇状地の扇央部に立地 して

お り、ほぼ全域にわた って火山灰土 と思われる黒色系統 の堆積土が広が ってい る。TP-1～

7で は、黒 茶褐色土層を遺物包含層 とし、TP-3、5、7で はその下層に黒褐色土の無遺物層が

存在する。地山層は暗茶褐色ローム層であ り、 この層まで掘 りこまれ ていない遺構 の検出は

困難であった。TP-2、3、6、7で 遺構を検出 しているが ・そ の他のテス トピッ トにつ いても・

遺構が存在 した可能性がある。TP-8は 、急斜面上を開墾 した狭 小な畑地に設定 したもので・

西側にそびえる石垣上の田地との比高差は約2mを 測 り、東側低位の宅地 との比高差は約3

mを 測 る。旧地形を大幅に改変 してお り、遺構面は削平 され遺存 していなか った。

TP-1

標 高195.3mの 田 地 に設 定 した 、2×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。所 在地 は ・字 家 の 前で あ る。

今回調 査範 囲 の最 西端 に あた る。 テ ス トピ ッ トほ ぼ中央 に 南北 方 向に走 る段差 が あ り・ 東側

が低 くな る。 区画 整理 以 前 の旧畦畔 の痕 跡 と思 われ る。 この ため 、東 側は 大幅 な 撹乱 を受 け

て お り、 西側 に地 表 下約25cmで 黒 茶褐 色土 の遺 物 包含 層が 約15cmの 厚 さで遺 存 して いた。 包

含層 か らは 、 古墳 時 代 と中世 の 土師器 が 出土 した が ・遺構 はみ られ なか った・ 撹 乱 層中か ら

は 、近 世 の陶 器 、釘 、鉄 製 品が 出土 して い る。

TP-2(第3、12図 、 図版1)

標 高193.5mの 田 地 に設 定 した ヤ2×2mの デ ス トピ ヅ トであ る。所 在地 は 、字 土 井 ノ 内で＼

TP-1か ら東 へ 約15mの 地 点で あ る。 旧水 田開墾 の際 、西 側を 削平 した よ うす で ・遺 物 包含

層 で あ る黒 茶褐 色 圭層(第6層)は 東側 に のみ遺 存 してい た。 旧地形 は緩 斜面 であ った もよ

うで あ る。 地表 下 約40cmで 包 含 層 とな り、約40cmの 厚 さで堆 積 して い る。地 山面 で 柱穴状 の

遺 構10基 を 検 出 した。,うちP-7か ら土 師器 片が 出土 した・ 包含 層 中か らは・縄 文 土器 ・弥 生

時 代後 期 の土 器(第12図39)、 土 師器(第12図47)・ 瓦 質 土器(第12図54)・ 鉄 製 品が 出土

して い る。特 に 、古墳 時 代 の もの と思 われ る土 師器 が数 量 的 に最 も多 く・ 当テ ス トピ ツ ト出

土遺物 中の半 数 を 占め る。

TP-3(第3図 、 図版2)
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第3図 ・テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP2・3)

7



TP-6

1.耕 作 土5.旧 基 盤土

2.基 盤 土6.黒 茶 褐色土

3.基 盤 土7.暗 茶 褐色 ロー ム

4.旧 耕 作土

第4図 テ ス トピッ ト実測 図(TP6)

標 高191.3mの 田 地 に設 定 した ・2×2mの テ ス トピ ッ トであ る。所 在地 は 、字 土井 ノ内で 、

TP-2か ら東 へ 約20mの 地 点 で あ る。 旧基盤 土下 、北 側 に客 土 層が あ り、旧地形 は 南 か ら北

へ 下 が る緩斜 面 で あった もよ うであ る。地 表下 約30cmで 黒 茶褐 色土 り遺 物包 含層(第6層)

とな り・約15cmの 厚 さの堆 積 がみ られ る。 柱穴 状 の遺構4基 を検 出 した が、伴 出遺 物 は無 く、

時 期 は不 明で あ る。包 含層 中か らは・ 土師 器 と陶器 の小 片若 干 と、釘 、銅 銭(寛 永 通 寳)が
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TP-7

5.黒 茶 褐色土

6.黒 褐 色土

7.暗 茶 褐色 ロー ム

8.杭

第5図 テ ス トピッ ト実 測 図(TP7)

出 土 し て い る 。 なお 、このテ ス トピ ッ トの南 方約7mの 地 点 の畦畔 上に ・五輪塔 の空 輪 と風輪

(図 版2)が 置 か れ てい る。 本来 は 田地 のほ ぼ 中央 付近 に 置かれ ていた ら しいが ・耕 作の た

め 移動 して あ る もの とい う。

TP-4(第12図)

標 高193.2mの 田 地 に設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。所 在地 は ・字 土井 ノ内で ・

TP-3か ら 南へ 約60mの 地 点で あ る。地 表 下約40cmで 厚 さ約IOcmの 、 遺 物 包含 層 で あ る黒 茶

褐色 土 層 にあた る。 当層 中か ら、弥 生 土器(第12図45)・ 土 師器 ・須恵 器 ・瓦 質 土器 ・青 磁

が 出土 してい る。 地 山面 は、 テ ス トピ ッ トの東 西の両 端 で10c顔 まど東 側が 低 くな ってお り・

南 北両 端 では あ ま り比 高 差が なか った 。 旧地形 は 、平坦 面 が 東 に向か って緩 やか に傾 斜 して

い た もの と推 定 され る。遺 構 は 、検 出 され なか った。

TP-5(第12、13図)
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標 高191・8mの 田 地 に設 定 した ・2×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。 所 在地 は 、字 土 井 ノ 内で 、

TP-4か ら東 へ 約10mの 地 点 であ る。 地表 下 約35cmで 、遺 物 包含 層 で あ る黒 茶褐 色土 層 にあ

た る・ 層 の厚 さは ・テ ス トピ ッ トの西端 で33cm・ 東 端 で60cmを 測 り、下 層上 面 が ほぼ 中央 付

近 で 東 方 向 に下 りは じめ る。 包 含 層 中か らは 、弥 生時 代後期 の 土器(第12図46)、 土 師 器

(第12図55)・ 須 恵器 ・●瓦 質 土器 ・石 斧(第13図58、59)が 出 土 して い る。 出土土 器 中、古 墳 時

代 の土 師器 が 大半 を 占め る。 遺 構 は、検 出 され なか った 。

TP=6(第4、12図 、 図版2)

TP-4と 同 『じ・標 高193.2mの 田地 に設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。所 在地 は、

字 土井 ノ 内で ・TP-4か ら北へ 約10mの 地 点 で あ る。 地 表下 約45cmで 、遺 物 包 含 層 であ る黒

茶褐 色土 層 に あた る。 約20cmで 下 層 の地 山面 に あた り、 そ の上面 は テス トピ ヅ トの西端 か ら

東 端 に 向か って 緩や か に傾 斜 して い る。南 北 両端 の比 高 差は ほ とん どな く、 旧地 形 はTP-4

に ほ ぼ 準 じる もの と思わ れ る。 地 山面 で 、柱穴 状 の遺 構7基 、土坑 状 の遺 構3基 を検 出 した。

P-1か ら は 土 師 器 の小片 が 出土 した 。P-4は ・ 検 出面 で土坑 状を 呈 し、長径105cm、 短 径60

cmを 測 る ・P-2・5も 検 出面 は 土坑 状 であ るが ・壁 面 にかか って いる。 包含 層 中 か ら、土 師

器(第12図40)・ 須 恵器(第12図50、51)、 瓦 質 土 器 、磁 器(第12図57)が 出 土 して い る。

出土 土 器 中 ・約3割 を古墳 時 代 の土 師器 が 占め 、約4割 を 中世 の土 師器 、陶磁 器 が 占め て い

る。

TP-7(第5、12図 、 図版2)

TP-5と 同 じ・標 高191.8mの 田地 に設 定 した 、2×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。所 在地 は 、

字 土井 ノ 内で ・TP-5か ら北へ 約10mの 地 点で あ る。地 表 下約40cmで 、 遺 物包 含 層 であ る黒

茶褐 色土 層 に あた る。 約50cmで 下 層 とな るが ・そ の上 面は 西か ら東 に 向か って緩 や か な傾 斜

面 を な して い る。地 山面で 柱穴 状 の遺 構6基 を検 出 したが 、伴 出遺 物 はみ られ な か った。 包含

層 中か らは ・縄 文 土器 ・弥 生土 器(第12図44)・ 土 師器(第12図41、42)、 須 恵 器(第12図

49)・ 瓦 質土 器 ・ 青磁 ・ 白磁 ・陶磁 器 ・鉄 片 が 出土 して い る。特 に 、古墳 時 代 の土 師器 の 出

土 量が 多 く・出土土 器 中 の約7割 を占め る。 今 回調 査を 行 った全 テ ス トピ ッ ト中に おい て も、

最 多 の 出土量 で あ った。

TP-8

標 高181mの 畑 地 に設 定 した ・5×2mの テ ス トピ ッ トであ る。所 在地 は 、字 田淵 で 、TP-

1～7の 南方 約170mの 地 点 であ る。遺 物 包含層 は遺 存 せず 、地 山面 は西 か ら東 へ傾 斜 し、か つ

北か ら南へ 段 差を もって低 くな る。 よ って 北端 で は地 表 下約35cnc、 南 端 では約80cm .で地 山面

に達 す る。 また西 端 では地 表下 約30cm.東 端 ではlmで 地 山面 となる。扇 状地 の側縁 部に立 地

す る こ とと___.致す る状 況 であ る。本 来 は・遺 物 を包含 す る流 入土が 存 在 した もの と思わ れ る
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が 、前 述 した よ うに、急 斜 面 を耕地 化 したた め 、大 幅 な地 形 の 削平 が な され た もの と推 察 さ

れ る。 旧耕 土 層 中か らは 、中 、近 世 の陶磁 器 類 が多数 出土 して い る。遺構 は、検 出 して い な

い。

(2)B地 区 の概 要

道路 の 東 側 にあた る、扇 状地 の扇端 部 分 で ある。 現 況 では 、道 路 付近か らTP-16付 近 まで

の約65mの 間 で、比 高差 約3.6mで あ る のに対 し、TP-16付 近 か らTP-24付 近 ま で の約85m

の 間 で比 高 差8.9mと 急 斜面 に な る。特 にTP-23付 近 で は、狭 長 な 田地 が造 成 され てい る。

前述 した ように 、TP-24で はlm以 上 の客 土が な され て お り、湧 水 も活 発 であ った 。 以 前区

画整 理が 行われ た 際 、地 下5mま で 砂 礫 層 が続 い た とい う。A地 区 のTP-8か らTP-20あ た

TP-11

1.耕 作 土

2.基 盤 土

3.暗 茶 褐色土

4.暗 茶 褐色 ロー ム

5.杭

TP-13

1.耕 作 土

2.基 盤 土

3.基 盤 土

4.黄 褐 色砂 質土

第6図 テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP11・13)
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TP-15

1.耕 作 土

2.基 盤 土

3.黒 茶 褐色土

4.暗 茶 褐色 土

5.黄 褐 色砂 質土

6.黒 褐 色土

TP-17

1.耕 作 土

2.基 盤 土

3.茶 褐 色 土

4.暗 茶 褐色土

第7図 テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP15・17)

りにか けて ・標 高178mの 等 高線 が弧 状 に走 って お り・B地 区 の南端 が名賀 川 の旧 河 道 の移動

幅 の 端 部 に あ た る もの と推定 され る。 その場 合 、TP-16で 確 認 され た遺 構 の検 出面 と河 面

との比 高 差は4m以 上 で あ った もの と推定 され る。

TP-9～24は ・ 扇 状 地扇端 部の傾 斜 面を ほぼ網 羅す るよ うに配 置 した。特 に、比 較 的傾 斜

の緩 やか な標 高184～187mの 範 囲で は 、TP-9～15の7ヵ 所 のテ ス トピ ッ トを設 定 し、重 点

的 に調 査を 行 うた。 区 画整理 に よ'る撹乱 、地 形 の変更 が認 め られ たの は、TP-9、10、12～
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TP-16

1.耕 作 土

2.基 盤 土

臨3 .黒 褐 色 土

4.暗 茶 褐色 土

5.黒 褐 色 粘質土

6.黒 茶 褐 色 土

第8図 テ ス トピ ッ ト実測 図(TP16)

14、18～21、24で あ る。 プ ライマ リーな遺 物 包含 層 の遺 存 を確 認 した のは 、TP-9、15～17、

22、23セ あ る。B地 区の遺 物 包含 層はA地 区 とは 異 な り・暗 茶褐 色土 層で あ る・TP-10・1

5で は 、A地 区 の遺 物包 含層 で あ る黒 茶褐 色土 層を確 認 した が ・部分 的で 厚 さの 薄 い もの で

あ った。 地 山層 は 、暗 茶褐 色 ロー ム層か 、 その 下層 の黄 褐色砂 質 土層 で あ る。遺 構 は ・TP

-16で 柱 穴 状 の ピ ッ トを地 山面 に おい て検 出 した ほか ・TP-15で は 断面 セ ク.シ ヨ ンで 柱穴 状

の ピ ツ トを 確認 した。 そ の他 のテ ス トピ ッ トにつ いて は・遺 構 を把握 で きなか った ・
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TP-9(第12図)

標 高185.7mの 田 地 に設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ツ トで あ る。 所 在地 は 、字 六 瀬 で あ る。

西 側の 約2分 の1が 区 画整 理 に よって 撹乱 され て お り、旧畦畔 の痕 跡 で あ る石列 が 確 認 され た 。

東 側 も遺 物包含 層 の 削平 を受 けて い る もの と思わ れ たが 、地 表 下約45cmで 厚 さ約10cmの 暗 茶

褐 色土 層が 確 認 され た 。 当層 中か ら土師 器(第12図48)と 銅 澤 と思わ れ る 小粒 の金属 塊 が 出

土 した 。 なお 、旧耕 作 土層 中か ら、 今回調 査 を行 った テス トピ ッ ト中最 多 の須 恵 器 が 出土 し

て いる 。遺 構 は、検 出 され なか った。

TP-10

標 高18E,7mの 田 地 に設 定 した 、5×2の テス トピ ッ トで ある。 所 在地 は、字 正 毛で 、TP-9

の 南 方約65mの 地 点で あ る。B地 区 にお いて 最 も高位 に位 置す る。地 表下 約30cmで 地 山層 で

あ る 暗 茶褐 色 ・一 ム層 に あ る。 東 側 の約4分 の3の 範 囲 に黒 茶褐 色土 層の堆 積 が 認 め られ た

が ・遺 物の 包含 はみ られ なか った 。区 画整 理 に よ って か な りの削平 が な され て い る もの と思

わ れ 、道 路 を挟 ん だ 田地 との比 高 差は 約2mで あ る。 遺構 は 、検 出 され なか った 。

TP-11(第6図)

標 高185.2mの 田 地 に設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トで ある。 所在地 は、字 千 代留 で 、

TP-9か ら 東へ 約12mの 地 点で あ る。地 表 下約40cmで 遺 物 包含 層で あ る暗 茶褐 色 土層 に あた

る。 当層 中には 、か な りの密 度 で有 機 質分が 含 まれ て いた。 包含 層 中か ら、土 師器 、須恵器 、

瓦 質 土器 、 釘、 石鎌 が 出土 して い る。特 に 、古墳 時 代 の土 師器 の出 土量 ほTP-7に 次 い で多

く・ 須 恵 器 はTP-9に 次 ぎ 、 中 世 の土 師 器は 最多 の 出土量 で あ った 。遺 構 は確 認 して いな

い。

TP-12(第6、 .12、13図)

標 高185.8mの 田 地 に設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トであ る。所 在地 は 、字 正 毛 で 、TP-

10か ら東 へ 約15mの 地 点 で あ る。 地 表下 約35cmで 地 山層 で ある暗 茶褐 色 ロー ム層 に あた る。

遺 構 は検 出 され なか った 。 なお 、基盤 土 層 中か ら、縄 文 土器 、石 斧(第13図60)の ほ か 、弥

生時 代前 期 と思わ れ る土 器(第12図43)、 瓦 質土 器(第12図53)が 出土 してい る。

TP-13

標 高185.6mの 田 地 に設 定 した 、2×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。 所 在地 は、字 的 場 道 上で 、

TP-12か ら 南 へ約25mの 地 点で あ る。地 表 下約50cmで 地 山層 で ある黄褐 色砂 質土 層 にあ た

る。甚 だ しい旧地 形 の 削平 が行われ た もの と思 われ る。遺 構は検 出 され なか った 。

TP-14

標 高184.1mの 田 地 に設 定 した 、2×2mの テ ス トピ ヅ トで ある。所 在地 は 、字 的 場道 上 で 、

TP-13か ら東 へ約22mの 地 点 であ る。地 表 下約35cmで 地 山層 であ る黄褐 色砂 質 土 層 にあた
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TP-22

1.耕 作 土

2.基 盤 土

3.暗 茶 褐色土

TP-23

1.耕 作 土

2.基 盤 土

3.暗 茶 褐色 土

4.茶 褐 色 土

5.明 茶 褐色土

第9図 テ ス トピ ッ ト実 測 図(TP22・23)
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る・TP-13と 同 様 ・か な り旧地 形が 削平 され て い る もの と思 われ る。遺 構 は検 出 され なか

った 。

TP-15(第7、11、12、13図)

標 高184・3mの 田 地 に設 定 した ・5×2mの テ ス トピ ッ トであ る。 所 在地 は 、字 的 場 で、TP

-12か ら 東へ 約22mの 地 点 で あ る
。 東側 の約2分 の1の 範 囲 に黒 茶褐 色土 層が 遺 存 してお り、当

層 中か ら土師 器 ・ 須恵器(第12図52)・ 瓦 質 土器 が 出土 して い る。 当層 下端 か ら4層 に掘 り込

まれ・た 柱 穴 状 の 遺 構1基 を確i認 した 。地 表 下約40cmで 遺 物 包含 層 で ある暗 茶褐 色 土 層 にあた

る。縄 文土 器(第11図22・31・37)・ 石 斧(第13図61)が 出 土 してい るが 、遺 構 は確 認 され

なか った。

TP-16(第8、12図 、 図版3)

標 高182・8mの 田 地 に設 定 した ・5×2mの テ ス トピ ッ トであ る。所 在地 は、字 的 場 で 、TP-

15か ら東 へ約23mの 地 点で あ る・地 表 下約30cmで 遺 物 包含 層 であ る暗 茶褐 色 土層 にあた る
。

包 含層 上 層か ら中世 の土 師 器・ 青磁(第12図56)が 出 土 して い るが 、中世 の土 器 の 出土量 と

しては ・TP-11に 次 ぐ もの で あ った 。 その 他 当層 中か ら縄 文土 器、 石 斧 、磨 石 が 出土 して い

る・包 含 層 と基盤 土 層 との 間層 に黒 褐色 粘質 土 層が あ り、包 含 層の 撹乱 層 と思わ れ る
。土 層

断面 に よる と・ この 層がP-5の 上 方 を 削平 して お り、P-5は 本 来 包 含層 の上 面か ら掘 り込 ま

れ た もの と思 われ る・ 包 含層 下端 面か らは ・P-4が 掘 り込 まれ てお り、当テ ス トピ ッ ト検 出

の遺 構 は2時 期 にわ た る もの で ある こ とを 確認 した。 このほか3基 の 柱穴 状遺 構 を検 出 して

い る。

TP-17(第7、10、11、13図 、 図 版3)

標 高183・3mの 田 地 に設 定 した ・5×2mの テ ス トピ ッ トで ある。 所在 地 は 、字正 毛で 、TP-

15か ら東 へ約40mの 地 点 で あ る。地 表 下約30cmで 遺 物包 含層 で あ る暗 茶褐 色土層 にあた る。

当層 中 には ・多 量 の有機 質 分が 混入 してい る。'包含 層 中か ら、TP-23に 次 ぐ多量 の縄 文 土器

(第10図17・ 第11図24・33)と 石 斧(第13図62)が 出 土 して いる。遺 構 は 検 出 され なか っ

た 。

'TP -18(第10
、ll図)

標 高183.5mの 田 地 に設定 した ・2×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。 所 在地 は 、字 正毛 で 、TP-

11か ら 北東 へ 約25mの 地 点 で あ る。か な りの客 土 が な され てお り、おび た だ しい湧 水 に見舞

わ れ た ・遺 物 包含 層 は確認 で きなか ったが ・客土 中か ら縄文 時 代早期 の 条痕 文土 器(第10図

9)及 び 後;期 の注 口土器(第11図28)が 出 土 した。 遺構…は確 認 して い ない。

TP-19

標 高182.9mの 田 地 に設 定 した ・2×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。所 在地 は 、字 正 毛で 、TP一
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18か ら北 へ 約15mの 地 点で あ る。TP一 一18同様 、か な りの客 土が な され て い る。遺 物 包 含 層

及 び遺構 の確 認 にい た って いな いが ・客 土 中か ら須恵 器 が 出土 して い る。

TP-20(第14図)

標 高181.8mの 田 地 に設 定 した 、2×2mの テ ス トピ ッ トで あ る・所 在地 は ・字 正 毛で ・TP-

17か ら北 東 へ約25mの 地 点 で あ る。耕 作 土層 下 は客 土 層 であ り・地表 下約40cmで 地 山層で あ

る黄 褐 色砂 質 土層 に あた る。 客 土層 中か ら・石錘(第14図63)・ 須 恵 器 が 出土 してい るが ・

遺 構は 検 出 して い ない。

　 　ロ　コ

標 高181.6mの 田 地 に設 定 した 、2×2mの テ ス トピ ッ トで あ る・所 在地 は ・字的 場 道 下 で ・

TP-16か ら東 へ 約30mの 地 点 で ある。 耕 作土 層下 は客 土 層 で あ り・地 表下 約30emで 地 山層 で

ある黄 褐色 砂 質 土層 に あた る。遺 構 は検 出 され て いな い。

TP-22(第9、10図 、 図版3)

標 高181mの 田地 に設 定 した、5×2mの テ ス トピ ッ トで あ る。所 在地 は 、字 的場 道 下 で 、T

P-21か ら南へ 約35mの 地 点 で あ る。 地 表下 約30cmで ・遺 物包 含 層で あ る暗 茶褐 色 土層 に あた

る。や や 粘性 が あ り、礫 を 多 く含 む 層で あ る。 当層 中か ら・縄 文時 代 早期 の無 文 土器(第10

図7)が 出 土 して い る。 遺 構は 検 出 してい ない ・

TP-23(第9、10、11、14図 、 図版3)

標 高178.8mの 田 地 に設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トで ある・ 所在 地 は・字 俵i田 で ・TP-

22か ら東へ20mの 地 点 で あ る。地 表下 約30emで 遺 物 包含 層 で ある暗 茶褐 色土 層 に あた る。 包

含 層 の厚 さは1.2mに 及 び 、 当層 中か ら縄 文時 代早 期 及 び中 期・ 後期 の土 器(第10・11図1～

6、8、10～16、18～21、23、25～27、29、30、32・34～36・38)K石 器(第14図64・65)が

多 量 に 出 土 した 。 今 回調 査 した テ ス トピ ヅ ト中 ・最 多 の遺物 出土量 で あ る・ 各 期 の土 器 に ・

は 、 出土 レベ ル の差 が認 め られ ず 、混 在 した 出土 状況 で あ った・TP-23を 設 定 した地 点 は ・

扇 状地 扇端 部に位 置す る狭 長 な 田地 で あ り、本来 か な りの傾 斜面 で あ った地 形 に即 して 、遺

物が 流れ 込 ん だ状況 と思 われ る。 遺 構は 検 出 され なか った 。、

TP-24

標 高173.8mの 田地 に設 定 した 、5×2mの テ ス トピ ッ トで あ る・所 在地 は ・字薮 田で ・TP-

23か ら東へ 約40mの 地 点 で ある。 か な りの客 土が な され てお り・おび た だ しい湧 水 がみ られ

た。遺 物包含 層 及 び遺構 は 、確認 してい な い。
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第10図 テ ス ト ピ ッ ト 出 土 遺 物 実 測 図(TP17・18・22・23)

(1^一6.8.10^一16.18-TP23,7-TP22,9-TP18,17-TP17)
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・第11図 テ ス ト ピ ツ ト.出 土 遺 物 実 測 図(TP15・17・18123)

(19～21・23・25～27・29・30・32・34～36・38-TP23,22・31・37-TP15,24・33-TP17・28-T'P18)
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第12図 テ ス ト ピ ッ ト 出 土 遺 物 実 測 図(巾2・4・5・6・7・9・12・15・16)

(39.47.54-TP2,40.50.51.57-TP6,41.42.44.49-TP7,43.53-TP12,

45-TP4,46.55-TP5,48-TP9,52-TP15,56-TP16)
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3.出 土 遺 物 の概 要(第10～14図 、 図版4～6)

今 回 の 調査 に よって 出土 した 遺 物 の約6割 は土 器 類 であ り・そ の重 量 組成 は ・以 下 の とお り

であ る。

土 器 類100%

縄 文 土 器:早 期 一18%、 中 期 一1%、 後 期 一27%・ 時 期 不 明 一4%・ 弥 生土 器:1%・ 土 師器

:古 墳 時代 前 期 一20%、 古 代 一1%、 中 世 一7%、 時 期 不 明一2%・ 須 恵 器:7%・ 瓦 質 土 器:

2%、 青 白磁:1%、 近 世 陶磁 器:4%、 時 期 不明陶 磁 器:5%

ま た 、遺 物 の約3割 を 占め る石 器類 につ い ては ・打製 石斧6・ 磨製 石 斧7・ 磨 石6・ 石鐡 片2・

石 錘1、 黒濯 石 片7、 安 山岩 片55が 出 土 して お り・また 金属 製 品 と して釘19・ 鉄 斧1・ 鉄 澤8・

銅 銭(寛 永通 寳)1、 銅1が 出土 して い る。 以下 ・ 図示 した遺 物 につ いて 概述 し・ 出土遺 物

の概 要説 明 と した い。

縄文 土器(早 期)(第10図1～9・ 図版4)

1～6は 押 型 文土 器 で ある。1は 格 子 目状 の 施文が み られ ・口縁 部 内面 に 原体 条痕 が 施 され て

い る。2～6は 楕 円押 型 文で 、2、4、5に は 口縁 部 内面 の原 体 条痕 がみ られ る。3の 内再 は原 体

条痕 と思わ れ るが 、縦位 に施 した 後 、斜 行 させ て い る。6は ・無 施 文 部がみ られ る胴部 下 半 部

片で あ る。 内面 に指 押 さえ痕 がみ られ る。1～6は いずれ も胎 土 中に繊 維 を 多 く含 ん で い る・

7は 厚 手で 、大型 の器形 を呈 す る無 文土 器 であ る。 外反 した 口縁 部か ら屈 曲 して胴 部に連 な る

器 形で あ る。胎 土 中 に繊維 を若 干 含 む。8、9は 条痕 文土 器 であ る。8は 外 面に ・9は 内外 面に

条痕 を 施す 。 胎土 中に繊維 を若 干含 む。

縄 文土 器(中 期)(第10図10～12、 図 版4)

10は 隆 帯 を貼 付 け、渦 巻 状 の文様 を 施す 。波 状 口縁 であ る可能 性が あ る。 口縁 端部 は 平坦

面を な し、 口唇 部 内側 に隆 帯 を貼付 け て い る。 内面 は ヨ コナ デを 施 して い る・ 船 元 皿式C類 ・

に類 例が み られ 丸中期 に 位置 付け て お く(註1)。11、12は ・ 胎 土 中に滑 石 を混 入す る阿高 式 土

器 であ る。11は 斜 行す る凹線 を施 す胴 部 片で 、12は 外 面 に指 押 さえのみ られ る底 部 片 であ る・

縄 文土 器(後 期)(第10図13～18、 第11図19～38、 図 版5)

13は 鉢 形 の磨消 疑 似縄 文土 器 で 、14は 屈 曲す る胴 部を もつ 磨 消縄 文土 器で あ る。13・14・

18は 、 い ずれ も曲線 に よって施文 部 を仕 切 って い る。15・16は 口縁 部 外面 に沈 線 を 施 し・ 口

縁 端 部 との 間に 疑 似縄 文を 施 して いる。 いずれ も 口唇 部 内側を肥 厚 させ て い る・17は 口縁 部

下 に2条 の沈線 を 施 し、そ の間 に 竹管状 の 施文 具 に よ って 刺突 を 加え てい る・沈 線 下 には 縄

文 を施 して い る。19、21は 外 面 に沈 線 文を 施 して い る。19の 外 面 は条痕 に よる調 整 ・内面 は

ミガキ を 施 し、21の 内 面 は粗 い条痕 を施 して い る。20は 口縁 部に 凹線 を 施 し・端 部を 平坦 に

ナ デ仕 上 げ して い る。22は 口縁 部に4条 の沈線 を配 し・ 内面 をナ デ調 整 してい る。
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第13図 テ ス ト ピ ッ ト出 土 遺 物 実 測 図(TP5・12・15・1i)

(58・59-T'P5,60-TP12,61-TP15,62-TP17)
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第14図 テ ス ト ピ ッ ト 出 土 遺 物 実 測 図(TP20・23)

(63-TP20,64.65-TP23)

23～27は 、波状 口縁 を 呈す る土 器で あ る。23・25～27は 沈 線に よる施 文がみ られ ・23・24・

26、27は い ずれ も口縁 端 部に刻 み を 施 して い る。24は 口』縁 部 に厚 みを 持た せ 、巻 貝 に よ って

刻 み と圧痕 を 施 して い る。23と24の 内面 は 条痕 調 整 ・25～27の 内 面 は ナデ調 整 を 施 して い

る。28は 沈 線 を施す 注 口土器 の 口縁 部片 で あ る。

29～33は 、条痕調 整 を 施す土 器 であ る。29～31は2枚 貝・32・33は 巻 貝 に よ る もの で あ る。

34は 細 い棒 状 工具 に よる ミガ キ状 の調 整がみ られ る。35は 無 文土器 の 口縁 部片 で あ る・端 部
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第1表 高田地区分布調査TP一 覧表

地区
TP

番号
字 名 番 地

調 査 規模

(mXm=m)
遺 構

出 土 遺 物

(耕作土層・基盤土層・客土層中遺物も含む)

A

地

区

1 家 ノ 前 高峯449 2×2=4 土 師 器 ・陶磁 器 、釘 、鉄 製 品

2 土井ノ内 〃450 2×2=4 ピ ッ ト10
!

縄 文 土 器 、弥 生土 器 、 土 師 器 、瓦 質 土 器 、陶 磁 器 、鉄 製 品

3 土井ノ内 〃465・ 2×2=4 ピ ッ ト4 土 師 器 、 陶磁 器 、釘 、 銅 銭

4 土井ノ内 〃464 5×2=10 土 師 器 、 須恵 器 、瓦 質 土器 、青 磁 、 陶 磁 器 、 鉄 製 品

5

,

土井ノ内 〃464 2×2=4 弥生土器・土師器、須恵器、瓦質土器、青磁 陶磁器 石斧

6 土井ノ内 〃464 5×2=10 ピ ッ ト10 土 師器 、 須恵 器 、 瓦 質土 器 、 青磁 、陶 磁 器

7 土井ノ内 〃464 2×2=4 ピ ッ ト6
縄 文土 器 ・弥 生 土 器 、土 師 器 、 須恵 器 、瓦 質 土器 、青 白磁

陶磁 器

8 田 淵 〃533-2 5×2=10 土 師器 、須 恵 器 、青 磁 、 陶磁 器 、鉄 製 品

B

地

区

9 六 瀬 〃472-1 5×2=10 土 師 器 、須 恵 器 、 青磁 、 陶磁 器 、銅 澤

10 正 毛 〃471-1 5×2=10 須恵 器 ・陶磁 器 .

11 千 代 留 〃473-1 5×2=10 土 師 器 ・ 須 恵 器 、瓦 質 土 器 、陶 磁 器 、 石鐡 、 黒 耀 石 片 、釘

12 正 毛 〃471-1 5×2=10 縄 文 土 器 ・弥 生土 器 、土 師器 、青 磁 、陶磁 器 、石 斧 、瓦 質 土 器

13 的場道上 〃491-1 2×2=4 陶器'

14 的場道上 〃491-2 2×2=4

15 的 場 〃490-1 5×2=10 ピ ッ ト1 縄 文 土 器 、土 師 器 、 須恵 器 、瓦 質 土 器 、陶 磁 器 、石 斧

16 的 場 〃490-1 5×2=10 ピ ッ ト5 縄 文 土 器 、土 師 器 、瓦 質 土 器 、 青磁 、 陶 磁 器 、 石 斧 、 磨 石

17 正 毛 〃476 5×2=10 縄 文 土器 、土 師 器 、須 恵 器 、瓦 質 土 器 、青 磁 、黒 濯 石 片 、石斧

18 正 毛 〃475 2×2=4 縄 文土 器 、須 恵 器 、陶 器

19 正 毛 〃475 2×2=4
、 土師器、須恵器、瓦質土器

20 正 毛 〃476 2×2=4 土 師器 ・須 恵 器 ・瓦 質 土器 、陶 磁 器 、 石錘 、黒 耀 石 片

21 的場道下 〃487 2×2=4 陶磁器

22 的場道下 〃489 5×2=10 縄 文 土 器 、 土 師器 、須恵 器 、 陶 磁器 、黒1石 片

23 俵 田 〃485 5×2=10 縄 文 土 器 、 石斧 、磨 石

24 薮 田 〃483 5×2=10 磁器
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を平 坦 に 仕上 げて い る.36～38は 底 部 で あ る・36・37は 上 げ 底 ・38は 平 底 で あ る ・36は 内 外

面 を 条痕 調整 し、37は 上 げ 底 を丁寧 にナ デ てい る。

弥生 土器(第12図39、43～46、 図 版6)

43は_ラ に よる羽 状文 状 の 施文 がみ られ ・内面 を丁)'T-rL.ナデ 仕 上げ して い る・ 断 片 的 な資

料 で あ るが 、弥 生時 代前期 の壷形 土器 の可能 性 を示 唆 して お く・39噸 合 嚇 を呈 す る土器

で あ る.。 縁 部 に平 行沈 線 を配 し、肩 部韻 殻 腹繍 こよる脹 を 施 して い る・44・45は 素 縁

の 。縁 部 を呈 す る土 器 で あ る。45は 内 緬 こ一 ケ謹 を施 して お り・ 鉢形 の器 形 を 呈す る・

46は 平 底 の底 部で あ る。39、44～46は 後 期 に比 定 され る・

土師 器(第12図40～42、47、48、55、 図 版6)

4。～42、47は 、 古墳 時代 前期 の土器 で あ る.40～42噸 合 ・縁 を 呈 し・47は 素 縁 の 口縁 部

を呈 す る.48は 奈 良～ 鞍 時 代 の甕 で ある.55を ま・ 中世 の足鍋 の 脚で あ る・ 手つ くね で ・鍋

の体 部か ら剥 離 して い る。

須 恵器(第12図49～52・ 図 版6)

49～51は 圷 の底 部 、52は 甕 の胴 部 で ある。49～51に は 糸 切 り痕 を 観 察 で きなか った・

瓦 質土 器(第12図53・54・ 図 版6)

53は 羽 釜 、54は 鍋 であ る。53の 内 面 に は、 細か い 横方 向 のハ ケが 施 され てい る。

磁器(第12図56、57・ 図 版6)

56は 青 磁 、57は 伊 万 里焼 の染 付 であ る。

石製 品(第13、14図58～65・ 図 版5)

58～62は 石 斧 、63は 石 錘 、64、65は 磨 石 であ る。

(註1)山 口大 学 中村友 博 助教 授 の ご教 示 に よる。

:N.小 結

今回の分欄 査に よって、遺脚 翻 されたテス トピヅトは6ヵ 所であるが・醐 を特定で

ぎる遺構撫 いため 、包含層か ら出土 した遺物を通 して・若干の検討を加えてみたい・

今回の調査ではAq計24ヵ 所 のテス トピットを設定 したが・各 々のテス トピッ トによって遺

物の出土相薩 異がみ られ る湘 対的な比較ではあるが・時代による遺跡 の位置の変動 が読み

取れ るもの と思われ る。

標 高、78～、83m付 近では縄 文土器及び石 器類の出土が贈 で・特にTP-17・23に おけ る
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遺 物の 出土量 は・全遺物出土量の約5割 を占める。TP-23の 出土遺物は流れ込みに よるもの

と思われ ・またTP-16の 包含層では・多量の有機i質分が観察 されていることか ら、縄文時代

の遺跡 の本体 は・本 来TP-15～17付 近 を中心 とす る範囲にあった もの と推定 され る。 した

が ってTP-16で 検 出された ピツトは・当該期に相当す る可能 性がある。

標高185～193m付 近では・古墳 時代前期～ 中世にかけての土器類が顕著に出土 している。特

に・TP-2～11に かけての範 囲に多 く、時代が下って遺跡地の高度が若 干上がった ことがみて

とれ よ・う。TP-2～7は 、平成2年 度の発掘調査地 に隣接 してお り、遺跡地が南か ら北へ さら

に延長 していることが推察 される。TP-16は 高度が下が って標高182mの 地点にあた るが 、中

世の土器類の出土が顕著である。わずかなが ら他の中世土器類出土テス トピッ トか ら離隔がみ

られ る。 ところで・ この地点の字名を的場 とい うが、現存する字名か らそのまま歴史を云 々す

ることの危険はあるが ・以前か ら・高田地区には中世の武士団村落にちなんだ字 名の集中がみ

られ る との指 摘が ある(註1)。TP-1で は家ノ前、TP-2～7で は土井 ノ内の字 を持つ。こ

のほかにも調査地の周辺に、家ノ通 り、家ノセ ド、家ノ後、ウラ門、惣門、本門、本門 口、本

家・部ヤ・ヤシキな どの字名が集中 してお り、調査地 の歴史的環境や平成2年 度 の発掘調査の

結果を勘案 しても・これ ら字名の歴史的資料 としての価値 を無視することはで きない ものと思

われる。

今回顕著な出土量を示 した縄文土器は、早期と後期の土器が主体である。早期 の押型文土器

は、口縁部 内面に原体条痕を施す もので、楕円文は小ぶ りで粗大なものはみ られない。 なお、

第10図7の 繊維 を含む無文土器 については、押型文土器 と条痕文土器のいずれに伴 うものかを

層位的に検証す ることはできなか った。後;期の土器は、磨消縄文(疑 似縄文)(第10図13、14)

や3本 沈線による曲線的な施文(第11図26)、 口縁部の帯状縄文施文(第10図15～18)な どか

ら・概ね 中津式～彦崎KH式 の段階に属す るものであろ う。第11図24の 貝殻圧痕 を施す波状 口

縁土器は、類例の希少なものであるが、上記の蒔期の範疇 に収め られ るものである(註2)。

中;期の土器 も少量なが ら出土 している。第10図11、12は 滑石を混入す る、阿高式土器である。

津和野町の近隣では、近年島根県匹見町で顕著に出土 している(註3)。 今回の調査で検出 さ

れた縄文土器 については、層位的な出土状況になか ったが、高田遺跡は、石見地方西部の縄文

土器の編年研究の上で重要な資料を包蔵する遺跡であることは確実である。

註1「 皿中世村落と荘園制 の面影」 『津和野町史第1巻 』1970年

註2山 口大学 中村友博助教授のご教示による。

註3『 石 ケ坪遺跡』匹見町教育委員会1990年
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1.A地 区調査地遠景(西 か ら) 2.B地 区調査地遠景(南 西から)

3.作 業風景 4.TP2完 掘状況(西 か ら)



1.TP3検 出状況(西 か ら) 2.TP3付 近 所在五輪塔(東 から)

3.TP6検 出状況(北 か ら)
4.TP7検 出状況(東 から)



1.TP16検 出状況(北 から) 2.TP17遺 物 出土状況(南 から)

3.TP22遺 物 出土状況(北 から) 4.TP23遺 物 出土状況(南 か ら)



TP23出 土 縄文土器

TP18・23出 土縄文土器

TP22出 土縄文土器

TP23出 土縄文土器TP23出 土縄文土器



TP17・23出 土土器TP23出 土 土器

TP17・23出 土土器TP15・17・23出 土土器

TP18出 土 土器TP15・23出 土 土器

TP5・12・15・17出 土石器



TP2・6・7出 土土器TP13出 土土器

TP4・6出 土土器TP2・9出 土土器

TP2・5・12出 土 土器TP6・7・15出 土土器

TP6・16出 土 土器
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